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教育の国際化：
グローバル化の要求と実際



大学教育の国際化：
加速する高等教育グローバル化促進計画

2013年6月14日閣議決定： 「日本再興戦略」、「第二期教育振興基本計画」
➢ 2020年までに日本人の海外留学者数を倍増する。

（大学等： 6万人から12万人、高校： 3万人から6万人）

➢ そのために、「若者の海外留学促進のための関係省庁等連絡会議」を設置
し、「各府省庁の強みを活かした取組を有機的につなぎ、具体的な課題に対して
連携する。関係府省庁一丸となり海外留学を促進するとともに、大学等や産業
界においてもグローバル人材育成に対する意識を高める」

内閣官房、内閣府、外務省、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、官公庁 （2014年4月）

【文部科学省】 「未来へ飛躍するグローバル人材の育成 ―グローバル人材
育成のための大学の国際化と学生の双方向交流―」
１．大学教育のグローバル展開力の強化
（１）大学の体制の国際化、（２）教育プログラムの国際化

予算額： 2013年; 96億 → 2014年; 127億 → 2015年; 110億円
２．大学等の留学生交流の推進（充実）
（１）大学等の留学支援制度の創設等、（２）優秀な外国人留学生の戦略的受入

予算額： 2013年; 335億 → 2014年; 355億 → 2015年； 353億円 4
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日本人の海外留学状況
2004年の約83,000人をピークに
その後2011年まで7年間約30％
の減少。2012年はやや上昇し
60,138人に。減少の対象となって

いるのは米国、英国、オーストラ
リア。この他の国については全体
的にわずかに増加。

（2015年2月 文部科学省集計）

外国人の海外留学
諸外国から海外へ留学する学
生等は一貫して上昇。特に中国
の増加が著しく、2002年以降10
年間で留学生数は約3倍に上昇。

内閣官房（2014） 「若者海外留学促進計画」から抜粋

大学教育の国際化： 留学をめぐる現状
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日本学生支援機構『平成25年度外国人留学生在籍状況調査結果』
http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/documents/data13.pdf

大学教育の国際化：
受入留学生数の推移



大学教育の国際化：
日本人学生の海外留学が伸びない理由

学生の声
• 海外経験はしたいが、留学の必要性とメリットが良くわからない

• 海外での学習が、どのように将来の就職やキャリアに役に立つのかがわ
からない

• 留学をすると就職が遅れるし、将来の展望が見えにくくなる
• 留学に費やす金銭的負担や時間に見合う効果が得られるのか
• どのような科目を取れば単位互換ができるのか「事前に」わからない

➢ 優秀な学生に見られる、日本を出ない傾向
➢ 「機会コスト」を含む、費用負担への懸念

→ 高等教育のユニバーサル化に伴う、これまでとは異なる留学生層と、費
用対効果に関する意識変化

• 日本の社会的、経済的な安定性を基礎とした生活のしやすさや豊かさ
を維持し、大きな失敗をしたくないという「リスクヘッジ」の傾向

• どのような留学をすると将来につながるのかが不明確
• 留学は就職につながらないのでは
• 就職時期を逸する
• 留学費用のこともあり、両親や家族の理解が得られない
• 留学先の情報が少なく、単位の認定状況が把握できない

国立大学協会国際交流委員会「留学制度の改善に関するWG」（2007）
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チューニングとは



チューニングとは

１．チューニングとは

楽器を「チューニング（調律）」するように、学習する内容、それにより得られる能力（コン
ピテンス）、学習成果、評価方法等を国内外の大学間で確認・共有することにより、国際
的共通理解に基づいたコース設計と単位・学位認定の基盤を形成し、大学教育の国際
的互換性を高める手続き

２．チューニングの目的

カリキュラムの統一化、規格化、標準化を目的とするのではなく、学生を主体として「学
習」重視の観点から、専門分野別に教員主導により、以下の達成を目指す。
• 学習の内容を可視化し、課程に関するアカウンタビリティ「説明責任」を強化する
• 学習内容の比較可能性を高めて、学生の流動化と、学習機会の多様化を促進する
• 各大学における教育の独自性や特色を明確にし、そのさらなる強化をはかる

３．チューニングの特徴
• 学生中心 ➢教員が「何を教えるか」ではなく、学生が「何を学ぶか」に重点を置く
• 大学主導、教員主導 ➢大学と教員の自律性を尊重する

• 多様な文化や慣習、地域の独自性の重視 ➢各国・地域個別のニーズに併せて柔軟
な適用を奨励

• 地域的制約がない ➢学生の移動とともに、その実践と成果が自由に共有される

• エンプロイアビリティーを重視 ➢雇用主や卒業生とチューニング成果の社会・経済的
妥当性を確認・協議する各国の教育、訓練、雇用ニーズへの応答性を高めることを重
視 （Gonzalez and Wagenaar 2003）



チューニングとは： 創設と発展の経緯

• 欧州ボローニャプロセス（1999～）とリスボン戦略（2000）
目的： 欧州高等教育圏の構築と人的資源開発・強化

基本方針： 欧州域内の大学が教育制度や質評価について共通の枠組みを設定し、相
互交流を促進して欧州全体の教育・研究力を強化する。 そのために、加盟国で学位の
構造並びに修学課程の年数や内容について情報を共有し、互いの教育・研究内容を比
較できるようにして、教育の質を確認しつつ域内の流動性を高める。

• チューニング 「ボローニャプロセスへの大学の貢献」
2000年に欧州委員会の指導のもとに、フローニンゲン大学とデュウスト大学が幹事校と
なり、大学主体の事業として 2000年にTuning Educational Structures in Europe が創始。
EU域内でバラバラであった、単位制度、学位認証、資格認定を共有し、域内全体で大学
教育の質保証をはかりつつ、学生の流動性を高めようとした。

• チューニングの急速な世界的展開
2008年 Tuning USA
2010年 Tuning Russia
2011年 Tuning Australia, Tuning Africa,

Tuning América Latina
2012年 Tuning Canada, Tuning AHELO
2013年 Tuning CAHEA

中国が参加を決定
2013年 Tuning Japan Australia

Canada

China

http://www.tucahea.org/
http://www.tucahea.org/


チューニングによるカリキュラム開発のサイクル

学問的・職業的な
学位プロファイルの定義

必用な資源の
認識

プログラム設計:
学習成果（learning outcomes）と
それを形成するコンピテンスの定義

カリキュラムの内
容と構成を構築

評価と改善
（課程やプログラ
ムのバランスと実
行可能性の検証）

評価方法の選定 教授・学習アプローチの選定

Robert Wagenaar and Pablo Beneitone (2015) “The International Tuning Academy 
Introduced” Tuning Academy in Japan,  Hitotsubashi University, March 19, 2015g 2013 

チューニングとは：
チューニングの行程



チューニングとは： 枠組み

学位プロファイルと構成単位（欧州の場合）

• 企業や卒業生から社会や産業の
ニーズを確認する

• 上記を参考に分野別に学位プロ
ファイルを定義する*

• 学位課程の各サイクルでの学習
内容と養成されるコンピテンスを
明確にする
＊汎用的コンピテンス
＊専門的コンピテンス

• 分野別に参照基準を作成する
• 多様性と特色を尊重し、学位課程
のプロファイルとそれを構成する
コンピテンス定義の見直しと改善
をはかる

⇒情報共有
⇒流動性の促進

⇒質の向上

60 ECTS

60 ECTS

FIRST CYCLE PROGRAMME

COURSE UNIT

60 ECTS

Robert Wagenaar (2013) “Tuning Methodology for the Design, Delivery and Enhancement of 
Degree Programmes “ Workshop Tuning Japan, Hitotsubashi University  October 16, 2013g 

2013 
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チューニングにより期待される効果



チューニングにより期待される効果

国内で期待できる効果
・ 学習内容と成果の可視化による説明責任の遂行
• 科目、プログラム、課程の体系化と連続性の確保
➢ 三つのポリシー等教学方針の策定と検証を容易にする
➢ 転学、編入、復学の増加
➢ 社会人の「学び直し」の機会を拡充

• 単位の実質化に基づく、高質な学位授与件数の増加
• 「結果としての」質保証

国際面で期待できる効果
・ 単位・学位の比較可能性と互換性の確保による、相互認定基盤の確立
• 加算式単位制度の国際的運用による、円滑なモビリティーの促進
• 連携学位の増加と充実による、留学・研究交流の増大
• 国際標準に即した教育の質保証へのインセンティブ
• 日本の大学の分野別競争力強化



チューニングにより期待される効果
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チューニングにより期待される効果：
分野別競争力の強化
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➢ 国内の複数大学の連携による分野別チューニング
➢ それぞれの分野で海外有数の国際パートナーを有する大学を中心に国

際分野別チューニング
➢ 国際チューニング成果を、国内の再チューニングにより調整する。
例１： 分野間チューニング (Horizontal tuning based on comparative advantage)
⇒ 「多角化」「高度化」
⇒ 補完性を活用して、領域における高度な英知を組み合わせる

例2： 専門特化型チューニング (Vertical tuning for competitive advantage)
⇒ 「高度化」「国際化」
⇒ 専門性を極めて、知識基盤社会における高質なモビリティーを実現する

例



科目、プログラム、課程間の、
「互換性」「比較可能性」「等価性」「累積性」再考

互換性 ⇒ 互いにとりかえがきくこと。機能・性能などが酷似しており、相互に置
き換えが可能なこと

• 比較可能性 ⇒ くらべあわせられること

• 等価性 ⇒ 価値または価格がひとしいこと（等価）

➢「互換性」は「単位」を表現するものであり、学習内容に対するものではない

➢学習内容に互換性が高い場合は単位互換の対象となっても、他の全てが一定
の場合はモビリティーの促進要因にはなり難い。*

➢学習内容の比較可能性を高めて等価性が確認されたときに互換性を確保し得
るが、この際学習内容が「酷似」している必要なない。

➢比較が成された時に 深化性、付加価値性、独自性、連続性等が確認された
時に累積の根拠が見出される。

チューニングにより期待される効果：
「標準化」「規格化」との違い
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日本でのチューニング実践
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2011年～2014年
科学研究費助成事業【Ｂ】

「高等教育改革、人材流動、ブレイン
ゲインの相互作用に関する実証研
究」

➢ モビリティーとチューニングの基
礎研究 （欧州、北米、中国）

2012年～2013年
大学戦略推進事業

「チューニングの研究、実践、普及：
学位・単位の国際的通用性確保のた
めのカリキュラム基盤整備」

➢ チューニング実践の研究と基盤
構築、実践支援の設計
事例：
• シラバスの活用

• 学生ポータルを活用した留学情
報の充実化

• ＩＲ，ＧＰＡ，チューニングの連動化

日本でのチューニング実践：
一橋大学の事例から
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日本でのチューニング実践：
一橋大学の事例から

2014年4月～
• 文部科学省特別経費(機能強化プロジェク
ト)の支援を受け、「チューニングの研究、実
践、普及」を開始。

• 日本及びアジアの高等教育の国際的通用
性を高め、学生・研究者・高度人材の国際
的なモビリティー（流動化）を促進することを
目的に、一橋大学創設者にして初代文部
大臣の森有礼の名前を冠した「森有礼高
等教育国際流動化センター」を発足。

チューニングをセンター基幹事業として据え、調
査研究を強化しつつ、基盤構築、実践へと移行

• チューニング先進事例調査・研究結果、及び
チューニングの実践ノウハウをウェブ配信

• 欧州からチューニングエクスパートを専任教
員として採用し、講習会、研修会等の開催

• IRの強化と、教学データの国際比較調査・分
析の枠組み開発・設計

• コンピテンス調査の設計と実施
• チューニングアカデミーの開催



事例１ ウェブシラバスの改修
情報提供の充実化と、教育と学習に関する実態の把握

改修目的：

• 学生の積極的履修選択と自律的学習を促す

• 学生の視点から授業の内容（学生の学習内容）と期待される学習成
果を教員が確認する

①科目とカリキュラムを理解し、

②十分に説明できるようにする

➢ 授業の積み重ねが課程を形成する。

⇒各授業の成果の積み重ねが課程を通した成果の主要な部分を占める。

日本でのチューニング実践：
一橋大学の事例から



科目名 ドイツ語文学・文化研究 学期 夏

科目区分 XXXX 科目 曜日・時限 月3

教員名 XXXX 単位 2

開講年度 XXXX年度

学部・学生の指定 XXXXX

質問等の連絡先・オフィスアワー
質問の連絡先は、××××@×××まで。
オフィスアワーは○曜日○限です。

授言語 およびドイツ語

【授業概要】
1.授業概要 最終更新日：2013-○○-××

【授業の目的】
本講義は、
ドイツ語圏の児童文学作品の読解を通して、
・歴史・社会・文化的背景の考察
・読解のための理論的枠組の理解
・児童文学研究としての読解例の蓄積・ドイツ語独特の表現の魅力を味わうこと
を目的とする。

【授業の到達目標】
・ドイツ語圏の児童文学史の特徴を理解できるようになること。
・作品に表されている自然観、教育観、家族観、人間や社会に対する見方などを読みとれるようになること。
・ドイツ語の読解能力の向上
・ドイツ語独特の表現に対する理解や感性を高め、言語表現を豊かにすること。
・児童文学（ひいては「文学」全体）を学問的に追究するための基本的知識・作業の習得。
・複数の作品を分析・統合し、自らの考察をもとに言語化し発表することができる。

【授業の方法】
毎回、受講者数名に作品の要旨・考察・疑問点について発表してもらう。その後に解説および全体でのディスカッ
ションを行い、作品への理解を深める。
受講者は自身の発表経験や他者の発表を通じて、作品を理解し、考察を共有し、ドイツ語及びドイツ文化に関する文
献の読解能力を養う。

教員が学生に何を期待し

ているのかがわかるよう、

授業の「ねらい」を記入

してください。

本授業を通じて学生が習得・理解し、活用できるよう期待

される知識・技能・能力等の学習成果を記入してください。

その際に、①本授業特定の専門的知識・技能・能力、並び

に②分析力、企画力、自律的学習力など一般的能力の両面

における成果をご検討ください 注1。

講義、演習、実習・実験、グループ学習、

インターンシップなど授業の形態を記入し

てください。電子機器など特に使用する機

器などもあわせて記入してください。注2

【授業概要】は「履修ブック」に転載されます
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日本でのチューニング実践：
ウェブシラバスの例



注1 一般的能力の例として、分析・統合する能力、問題解決力、意思決

定力、リーダシップの能力、自主的に学習する能力、組織力、調整力、計画
力、企画力、協力し合う力、コミュニケーション能力などが挙げられます。
注2 その他、ワークショップ、自主学習、プレゼンテーション、フィールド

ワーク、チュートリアル、プロジェクト学習、指導つき個人研究、オンライン・遠
隔指導など、任意に記入してください。

他の記入項目：

１．授業概要その他
【他の授業との関連】
【教育課程の中での位置づけ】
２．授業の内容と計画
【授業の内容】
【計画（回数、テーマ等）
【テキスト・文献】

【授業時間外の学習（求められる予
習・復習の内容）】
３．評価
【成績評価の方法】
【成績評価基準】
４．その他
【受講生に対するメッセージ、他】

日本でのチューニング実践：
ウェブシラバスの例



事例２： 既存の教学改善取組との連動性

日本でのチューニング実践：
一橋大学の事例から



事例２： ＩＲを用いた包括的分析と発展的応用

【科目をケース単位として】

• 履修データの科目（授業）別加工と、これへの、＊ウェブシラバスデータ、＊授業アンケー
ト、＊留学データ等の統合分析により可能となる、

➢既存科目とカリキュラムの特徴認識とその強化

➢不足科目、プログラム、カリキュラムの認識とその対応

【学生をケース単位として】

• 履修・成績データの学生別加工と、これへの、＊進路データ、＊卒業生（企業）を対象とし
たアンケート等との統合分析により可能となる、

➢履修パスウエイから進路への連続性の確認

➢学習内容とその成果の、企業や社会のニーズとの照合

• 分野別参照別基準作成へのフィードイン、既存基準の検証、裏付け、修正

• 学位プロファイルの作成

★科目のオープンエンドな組み立てと、目的（成果）主導型の最適な組合せを

eg.現行の授業とその連続はどのようなプロファイルで、それは社会の要請、教員の意図、学
生の期待とどのくらい対応しているのか。

日本でのチューニング実践：
一橋大学の事例から



日本でのチューニング実践：
コンピテンス質問紙調査

複数の大学が、学生、教員、卒業生、企業その他の雇用主（以下雇用主）を対
象にした調査を行い、大学で習得することが期待される知識や技能を明らかにし、
それらを共有することにより、大学教育を強化すると同時に、大学間で知識や人
材の流動性を高める。

具体的には、
• 大学教育の主要分野で習得されるコンピテンスの具体的な定義を作成する。

• 分野ごとのコンピテンスについて、学生、教員、卒業生、雇用主の認識の同
一性と相違点を確認し、学問的なレベルから社会のニーズに至るまでの、
様々な視点で考察を行う。

• 大学教育の説明責任を強化し、社会や経済のニーズを汲み取った教育課程
の編成、カリキュラム改善、教育内容の向上につなげる。

• 個々の大学がそれぞれの強みと特色を確認し、その強化を図る。

• 海外のチューニングネットワーク事業と共通の枠組みで調査・分析を行い、他
地域の調査結果と比較検討することにより、対象分野の国際的比較可能性
を高める。

• 上記工程の積み重ねにより、教科の相互認証性の確保から学位の相互認証
性の向上へと進展させ、共同学位や連携学位の学術的信頼性を高める。26



まとめにかえて： チューニングの貢献と課題

【貢献】

• コンピテンス定義を大学とそのステイクホルダーで議論すること自体に
意義がある

• 社会や学生に対する説明責任を世界的観点から遂行しうる

• 成績評価や単位・学位の授与に実質性、透明性、信頼性を持たせうる

• 「学生本位」であることは、流動化の進行に伴い、むしろ不可欠

• 理論的には、機能分化型の「共存」を可能とする

【課題】

• アウトカムアセスメントと演繹的なアプローチが内包する問題への対応

• 「ニーズベース」の大学教育が川上と川下に及ぼす影響に深慮要

• 「到達目標」か「ミニマムスタンダード」か

• 参照基準の汎用性、共有度、応用性への配慮

• 「相対的価値」と「絶対的価値」、「共存」と「階層化」の曖昧性

27



ご清聴ありがとうございました。

さらにご関心のある方は、以下のサイトをご参照ください。

ＥＵチューニングサイト: http://www.tuningeu.org

ＥＵチューニングアカデミー： http://tuningacademy.org/

日本チューニングサイト： http://www.tuningjapan.org
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